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「森林資源を活用した地域創生を目指して」

オーストリア大使館 商務部
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オーストリアの国の紹介
Presentation of Austria



AUSTRIA at a glance

オーストリア共和国

• 面積 83,871 Km²

• 人口 8,334,000人

• 森林面積 39,240 Km² (43%)

• 製材工場 1,200 工場

• 紙産業 27 工場

• 地域冷房供給 89ギガワット時

• 地域暖房ネットワーク 4,900 Km 

• 地域暖房熱供給 122.441 ギガワット時 (2005~2013)

日本との共通点：
森林面積が広い

急峻な斜面が多い
木材以外の燃料資源がない

技術レベルが高い



Forestry and Wood related industry in AUSTRIA 

オーストリアの国内総生産のうち林業・木材産業の割合

その他85%

観光7.5%

7.5%
木材関連企業1.2%

木材加工産業 2.5%

木材・製紙産業
3.2%

林業 0.6%
43%

57%

森林面積 3,960,000 ha
一人当たりの森林面積 0.5 ha



オーストリアの森林法

AUSTRIA Forest Act and Multifunctionality

環境 経済 観光

オーストリア森林法（1975制定）

オーストリアの森林関連法には長い歴史があり、古くから複数の法令が定められている。1852年に初めて包括な法令がまとめられ、
1975年に現在の森林法が制定された。以降、改定を繰り返しながら現在に至る。森林法は民有林と公有林共に適用されている。

オーストリアでは森林を多面的に活用しており、森林法では森林の持つ機能に従い以下の4つのカテゴリーに森林を区分している。

■経済的に活用される木質資源地区
■洪水、雪崩、土砂崩れなどの自然災害に対する保護地区

■空気や水資源のための保護地区
■ツーリズムや保養などためのレクリエーション地区

保護

防雪林・保護林木材産業 リクリエーション空気・水



オーストリアにおける林業の状況

Forestry in Austria



オーストリアおよびEU加盟15カ国の木材の現存量

Forest stock in Europe and AUSTRIA
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収益をもたらす森林地帯における

「1 ヘクタールあたりの現存量」
単位：フェストメートル



Forestry in AUSTRIA

オーストリアにおける急斜面での林業

年間伐採2,600万m³



1㎥ 60㎥
3.600㎥

86.400㎥

1 秒当たり 1 分当たり 1 時間当たり 1 日当たり

400万㎥

2,600万㎥

10億9,500万㎥

木材資源の構成

年間成長

年間利用

森林における木材存在量

木材は、1 秒当たり 1 m³ 増加しています

Forest growth in AUSTRIA

年間成長分以下の伐採



オーストリアの木材採取システム

Wood Harvesting Systems in AUSTRIA
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技術普及と木材伐採および加工作業に要する作業量との相関
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IT System for federal forests & large private forests

オーストリアの木材物流のトータルシステム

大手企業や官公庁で
使われている



Wood Harvesting Technology from AUSTRIA

オーストリアの木材採取システム
タワーヤーダー

ログライン

トラクターウィンチ

ハーベスター

トラクターグラップル

軽量架線搬送システム

防護服



オーストリアの木材カスケード活用

AUSTRIAN Wood Cascade System

太陽エネルギー利用

丸太
エネルギー用木材

コジェネレーション

リサイクリング・再活用

製材所

木造・インテリア・家具 製紙、ボード、パルプ工業

CO
₂

木質バイオマス



オーストリアの重要な経済要因
輸出超過分 2013年: 34.1 億ユーロ （約4,433億円）

木材・木材製品

ファイバーボード
チップボード

パルプ

木質家具

製紙, ボール紙

ビスコース

輸入
57.0 億ユーロ

輸出
91.1 億ユーロ



オーストリアの

民・官・学の連携
Citizen, Administration and 
Academia Cooperation  



Sustainability of Forests in AUSTRIA

オーストリアにおける持続可能な林業

1. 持続可能森林保護の幅広い徹底的な認知

2. 長く歴史的な法律の枠組

3. 効率良い制度

4.バランスが良い金融システム

5.国民参加による系統的な政策の実施

6. スマートなモニタリングと情報システム

ステーク
ホールダー
のコミット

リーガル・フレームワーク

（法的枠組）

制度

金融システム国民参加

情報システム
オーストリアの
持続可能性



オーストリアの民官学

Industry, Public Administration and Academia in AUSTRIA



木材・木質バイオマス資源利用増大のための活動

Activities to Increase Wooden Biomass Use in AUSTRIA

オーストリア国内でのRES推進に使われている方法(II) 

目標 (Indicative Goal)
• 2030年までにRESのシエアを50%に伸ばす

• 再生可能エネルギー電力のシエアを100%まで増やす

•法規制 (Legal Regulations)
• エコパワー協定： Feed-in Tariffs （電量買取価格制）

• エコヒート法：(Eco Heat Cupon)
•財政支援策 (Financial Support Programs)
• 市民のための支援策 （大部分は熱設備のため）



農林教育と林業実習
Education & Training



Education is the Key of AUSTRIAN Success

オーストリアの森林研修 - 若手の人材を育成



Education is the Key of AUSTRIAN Success

オーストリア森林官 3つの

健康に良い

給料が良い

格好が良い



AUSTRIAN Forest Training Centers

オーストリア共和国 農林環境水資源管理省、
森林局オーストリア連邦森林・自然災害・景観
研究研修センター（BFW）の関連図

オーストリア協和国 農林環境水資源管理省

森林育成・造林
研究所

森林遺伝学
研究所

森林生態学・土壌
研究所

森林保護
研究所

自然災害
研究所

オルト
森林研究所

オッシアッハ
森林研究所

森林調査
研究所

経済審議会

森林局 顧問委員会理事会



オーストリアの農林教育と指導体制

AUSTRIA Agricultural and Forestry Education

農林成人教育 各種指導 コンサルティング

マイスター教育

ウイーン
土壌大学

農林環境
教育大学

校外教育
農村

青年会
職業学校

農林業
専門学校

９年生

林業技術
専門学校

初等及び中等教育

19歳

14歳

6歳



持続的な森林経営の条件 ~ 三つの能力

Education is the Key of AUSTRIAN Success

•専門的能力

環境的側面

経済的側面

技術的側面

林業における持続可能性

木材市場の動向

•社会的能力

安全基準に関する

知識 – 労働安全

危険の認識

チーム運営

他者との交流

•系統的能力

伐採方法

枝打ち方法

集材方法

機械の使用



オルト林業研修所

人間
労働安全
職業訓練
継続教育

その他の影響
気象条件
市場条件

環境適合性
土壌の状態と
残存部分の
土壌損傷

テクノロジー/費用
移動性・生産性

システムベースの費用

入手可能性

木材収穫
木材収穫の方法

収穫量・種類
価値創造チェーン

職場条件
林道・ 路網密度

「ベストプラクティス」
ある結果を得るのに最も効率のよい

技法、手法、プロセス、活動



オーストリアにおける木材伐採量と
事故件数の推移

Forestry Work Related Injuries in Austria
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作業中の事故数と死亡者数

Forestry Work Related Injuries in Austria
1978~1980 2009~2011

418
381

97 793.1
1.9 1.7

0.7

農業従事者 森林作業員 農業従事者 森林作業員

■ 農業従事者 事故数
■ 農業従事者 死亡者数
■ 森林作業員 事故数
■ 森林作業員 死亡者数
伐採量100万フェストメーター（Fm）当たりの統計



Special Courses in Japanese

日本人向け特別講座



AUSTRIAN Forest and Biomass Training Centers

オーストリアの林業研修所

ピヒル林業研修所

オシアッハ林業研修所



OSSIACH Forest Training Center

オシアッハ林業研修所

森林専門作業員コース

5週間

森林保護機関と森林マイスターコース

13週間

架線集材コース

1~2週間

チェーンソーコース

1~2週間

スキッダコース

1~2週間

木材測定コース

1~2週間

森林技術コース 特別セミナー
個々の要望に沿った
オーダーメードコース



OSSIACH Forest Training Center

オシアッハ林業研修所
日本人向け特別講座



OSSIACH Forest Training Center

オシアッハ林業研修所
トレイン・ザ・トレーナー特別講座



Pichl Forest Training Center

ピヒル林業研修所

(シュタイヤマルク州農林会議所)

バイオマス専門作業員職業教育

林業専門作業員職業教育

林業マイスター職業教育



Pichl Forest Training Center

ピヒル林業研修所

外部講座木造建築講座および演習総合的な森林教育学の学習

ハーベスタおよびフォワーダ運転者教習林業技術 - チェーンソー講座 林業用架線集材施設

林業に関する実習講座

および演習
木材の成形と販売

林業実習トレーナー



Pichl Forest Training Center

ピヒル林業研修所
バイオエネルギーおよびバイオマス専門作業員

期間：250 単位（年間）

エネルギー経済の基礎

農業におけるバイオマス生産

林業におけるバイオマス生産

バイオマス処理技術

最大出力が 4 MW 以下の設備

労働安全と事故防止

経営とマーケティング

プロジェクト開発

現在の専門分野



PICHL Forest Training Center

ピヒル林業研修所
日本人向け特別講座



原子力は重要ではない

There is no need for Nuclear Power in AUSTRIA

ツヴェンテンドルフ原子力発電所は、1978年に完成したが、

国民投票により稼働中止となった。

但し原子力発電による電気をEU諸国から購入している。

現在、20,000 GWhを輸入しているが、2013年7月から消費者自身が 原子力
由来の電力を利用するかどうかを決めることが可能になる。

輸入禁止は、法律上
可能！



オーストリアにおける第一次エネルギー使用

Primary energy consumption in  AUSTRIA

天然ガス

20.50%

再生可能

エネルギー

33.60%

石炭

9.70%

石油

36.20%
バイオマス

58.8%

他

4.8%

水力

36.6%

焚き木

27%

木質ペレット

4.3%

チップ・樹皮

28.5%
製紙の灰汁洗

10.7%

ごみ

13.1%

バイオガス

3%

バイオ燃料

9.9%

黒液等

3.7%

バイオマスエネルギー資源の使用

木材の割合: 12.7%



オーストリアの再生可能エネルギーの収益源・就業人口

Revenues and Jobs resulting from Alternative 
Energy in AUSTRIA

太陽光発電

15%
バイオガス

1%
バイオ燃料

6%

バイオマス

43%

風力発電

5%

水力発電

17%

ヒートポンプ

6%

太陽熱

7%

収益5.9億ユーロ

太陽光発電

13%
バイオガス

1%
バイオ燃料

2%

固形バイオマス

48%
風力発電

5%

水力発電

16%

ヒートポンプ

5%

太陽熱

10%

就業人口38,789人(正社
員)



Installed Pellet boilers in AUSTRIA (<100kW)

オーストリアのペットボイラー存有量 （100キロワット以下）
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ドイツ国内に稼動しているペレットボイラー
3台のうち2台がオーストリア製

近年の成長率
2010 11%
2011 13%
2012 13%
2013 10%



オーストリアにおける地域暖房・コジェネの成長

District Heating & Cogeneration growth in  AUSTRIA
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オーストリアにおけるバイオエネルギーを利用した暖房

Biomass Energy Contracts

木材エネルギー契約 ・ バイオマス地域暖房



オーストリアにおける地域暖房ネットワーク成長

District Heating Network growth in  AUSTRIA

単位：Km
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Classification of Biofuels: to speak the same language

木質バイオマスの一般的な定義：分類

必要なのは、共通言語

あいうえお

ABCDEFG

H

อักษรไทย

عربم

Ёжзийклмн

ㄱㄹㅂㅅㅈㅊㅌㅍㅎ לשון־קודש
汉语漢語中文

ÅØŠŽÖÄ



ISO Classification of Biofuels

燃料：木質バイオマスの分類

原材科の起源と出処

ISO 17225-1
4レベルの階層的分類

• 1.1 天然材、人工林、その他の原木

全木、その他の残材、幹材

• 1.2 木材加工業由来の副産物及び残渣

1.2.1 非化学処理 (樹皮、おが屑、切粉…)
1.2.2 化学処理 (合板、パーティクルボード…)

• 1.3 使用済み木材

ペレット、木製のパッケージ、建築用木材

• 1.4 ブレンド及び混合物

「1.1 木質バイオマス」に含まれるものに限定



成功のキーワード
Keywords for Success



Keywords for success

成功のキーワード

• パラダイムシフト

• 電力から熱へ

需要

• 人材育成一体化

• 林業・バイオマス専門家

サプライ (供給)

• エネルギー効率

• 建物・設備の改善

インフラ

• 補助金からビジネスへ

• ISO国際規格

フレームワーク



Thank you

for your attention

ご清聴ありがとうございました!


